
市民から信頼されるサービス精神の市役所をつくります。 

市職員が意欲を持って専門性を高め、達成感を覚える行政システムを 

つくります。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  平成の大合併の目的は、市町村の自立、そして市町村の数を減らして国の財政支出を 

抑えることでした。その結果、市町村は約半分に減りました。合併した自治体が活用 

できる合併特例債は有利な制度とはいえ借金です。これまでに約１０７億円の特例債を

活用しました。柳川市は４５０億円の借金を抱えています。やみくもに新しいハコモノ

建設を続ければ、さらに借金がかさみ、北海道夕張市の二の舞になります。柳川市は 

徹底して無駄を削り、いままでの行政手法を変え、行政能力を高め、柳川市が強い意志

を持って生まれ変わらなければなりません。今何が必要なのか、何にお金をかけるべき

なのか。老朽化した橋の架け替え、子供の教育、子育て支援、高齢者福祉、街を元気に

する産業活性化と雇用の場の確保など、ハコモノ建設よりたくさん大事なことがありま

す。そして街の魅力である歴史文化、掘割と緑の景観に磨きをかけ、誇りを持って次の

世代に引き継いでいける柳川を創らなければなりません。 
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の約束 
１ 柳川力を高めます        

１． 筑後南部の中核都市を目指す 

柳川を中心に放射状に延びる有明海沿岸道路、国道４４３・３８５号バイパス。 

東に九州自動車道と九州新幹線、西に佐賀空港、南に三池港、北に長崎自動車道。

筑後南部の人と物が集まり発信する中核都市を目指します。 

同時に柳川は全国規模の企業にとって魅力の地となり、有明海沿岸の拠点としての

支店・営業所を積極的に誘致し、雇用創出と税収増をはかります。 

２．柳川に住むのがあこがれ 

掘割を中心として、歴史建造物、文化財、田園景観など様々な歴史遺産を生かし、歴

史文化に根ざした街並み整備、水と緑に彩られた柳川景観をつくり、 

「都会で働き柳川に住むのがあこがれ」と呼ばれる九州版鎌倉を作ります。 

３．農漁業の６次産業化 

柳川で採れた米・海苔などの産物を食べられる本当の地産地消を推進し、 

農水産物を加工、販売・観光へと展開する６次産業化を積極的に後押しします。 

２ 行政力を高めます        
１. 街の中心にあってこその市民会館 

建設費用２９億円をかける大和町のピアス跡地への市民会館の移設は、更に大きな借

金を生みます。当初の計画どおり現市民会館の 7 億円の改修で充分です。 

２．庁舎統合で利便性アップと経費削減 

柳川・大和・三橋３庁舎の業務は柳川庁舎に統合し、大和・三橋地区には市民窓口の

支所を配置し、市民の利便性アップと行政の効率化を進め、経費削減を行います。 

３．やる気とサービス精神の市役所づくり 
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３ 世界に通じる人材を育成します  

１．全国トップレベルの教育 

先人に学び、人としての在り方、道徳心を養い、全ての教科を学ぶ上で重要な思考力、

読解力、表現力の基礎となる「国語」を強化し、秋田方式にならって「教育を受けさせ

るなら柳川と言われる全国トップレベルの教育」を目指します。 

２．子供たちの人間力を高める 

子供たちのスポーツ、音楽、芸術活動は、強い体をつくりなど忍耐力を養い、情操を高

めます。その為の指導者育成、財政支援など大きくバックアップし、子供たちの人間力

を高めます。 

４ 子育て、高齢者福祉を推進します 

１. 子育て世代を支援 

学童保育所の充実と時間延長、保育料支援等を行い、 

育児を孤立させない地域コミュニティーの充実を図ります。 

２．生きがいある高齢者福祉 

高齢者の経験と知恵は柳川市の財産です。生きがいと活力ある高齢者福祉を推進し、 

予防医学の観点から健康づくり推進運動に取り組みます。  

５ 市民主義に徹します       

１．地域分権 

小学校区ごとに出来るだけ予算と権限を委譲し地域で決めて、 

実行できるまちづくりを進めます。 

２．市民参加のまちづくり 

意欲ある市民が集い、大きな成果を上げる議論と行動の場をつくり、 
産業活性化やまちづくりをけん引します。 

 

 

６ 安全安心の柳川をつくります   

１．大雨、洪水に備える新たな防災システム 

矢部川・沖端川・塩塚川の堤防強化と強制排水ポンプの増強。緊急通報拡声器設置、 
河川監視カメラ映像のインターネット配信、緊急災害メールなど、市民への情報伝達を

強化します。 

２．災害に強い地域づくり 

昨年の大水害の教訓を生かした市の対応マニュアルを作成し、実践的訓練を行います。

地区特性に応じた防災体制をつくり、市民の生命と財産を守る事前防災と緊急防災能力

を高めます。 

３．まさかを防ぐ公共事業 

９３０㎞に及ぶ掘割には１２００もの橋があり、建設から４０～５０年を経過したもの

は崩落の危険性が心配されます。徹底的に調査し、修繕・架け替えを行います。 

耐震性が心配される市庁舎などの公共施設は早急に耐震対策を実行します。 
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 略歴 
◇ 昭和 34 年 柳川市大浜町（両開地区）生まれ 

◇ 専修大学商学部卒業 

◇ 衆議院議員秘書（10 年）この間 6 年間は国会事務所にて勤務 

◇ 柳川市議会議員（10 年間） 

◇ 東京海上日動火災保険㈱保険プランナー 

 

趣味 

フライフィッシング、海釣り、 

歩くこと（近所の散歩、山歩きから四国八十八箇所まで） 

音楽（聴く、歌う、演歌からロックまで） 

山菜取り、山芋掘り 

ささき 創主 後援会 

□事務所 柳川市筑紫町 417  

℡：0944-75-5151  FAX：0944-75-5155 

ホームページ  http://homepage3.nifty.com/soshu/  

メールアドレス soshu.s@nifty.com 
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